
 

財務会計基準機構の Web サイトに掲載した情報は、著作権法及び国際著作権条約をはじめ、その他の無体 

財産権に関する法律並びに条約によって保護されています。許可なく複写・転載等を行うことはこれらの 

法律により禁じられています。 

議事要旨(2) 退職給付（ステップ1）の検討 

 

冒頭、都常勤委員（専門委員長）より、本日は、前回の企業会計基準委員会における審

議等を踏まえて、退職給付信託の開示例を追記するなど基準及び適用指針の文案を修正し

たことから、これらについて審議されたい旨の説明がなされ、前田専門研究員より、審議

事項(2)-1、(2)-2 及び(2)-3 に基づき修正箇所を中心に文案の説明が行われた。 

 

複数の委員より、個別財務諸表の当面の取扱いに関する結論の根拠の表現について何点

かの指摘や連結財務諸表非作成会社の取扱いに関する要望があり、事務局からは引き続き

文案を検討する旨の回答があった。 

 

西川委員長より、今後の進め方に関し、デュープロセスを重視する観点から、「会計基準

等の公表議決は、再公開草案としてではなく、最終公表物として議決すること」について、

公開草案からの修正内容及びその重要性を考慮した上で、委員の意思確認を行いたい旨が

述べられた。その結果、出席委員 12 名全員の賛成をもって、最終公表物として議決するこ

とに関する暫定合意がなされた。 

 

西川委員長より、最終公表物の次回公表議決に向けて事務局で作業を進める旨が述べら

れた。 

 

 

以 上 


